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平成２４年度財政援助団体監査の結果について

地方自治法第１９９条第７項の規定により、平成２４年度の財政援助団体監査を実施した

ので、その結果を同条第９項の規定により報告します。
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平成２４年度財政援助団体監査報告書

第１ 監査の期間

平成24年4月18日から平成24年6月14日まで

第２ 監査の執行年月日及び対象団体

平成24年度の財政援助団体監査については、平成23年度に市が補助金等の財政的援助

を与えた団体の中から次の団体を抽出し、監査を実施した。

第３ 監査の方法

監査対象団体に係る出納その他事務の執行について、適正かつ効率的に行われている

か、また、それに関する所管課等の事務が適正に執行されているかについて、関係諸帳

簿の提出を求め、関係職員から説明を聴取し、その他必要と認めた監査手続きを実施し

た。

なお、監査における主な着眼点は次のとおりである。

（所管課）

(1) 補助金等の決定は、法令等に適合しているか。

(2) 補助金等交付要綱は整備されているか。

執行年月日 監査対象団体 補助金等名称 所管部課等名

5月22日(火)  仙北市T.I.C運営協議会
仙北市T.I.C運営協議会
負担金

観光商工部
仙北市T.I.C

5月22日(火)

・NPO立町商店会
・吹谷禎一郎　Happy Jazz Band
・仙北市ふるさと手作りＣＭ制作
　実行委員会
・P's for J プロジェクト
・音楽でつながろうプロジェクト
・角館企画集団トライアングル
・仙北市総合美術展実行委員会

せんぼくアートプロジェ
クト推進費補助金

教育委員会
生涯学習課

5月22日(火)  雲沢地域運営体 仙北市地域運営体交付金
総務部

政策推進課

5月22日(火)  桧木内地域運営体 仙北市地域運営体交付金
総務部

政策推進課

5月22日(火)  生保内地域運営体「嶽の会」 仙北市地域運営体交付金
総務部

政策推進課
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(3) 補助金等の交付目的及び補助対象事業の内容は明確か。公益上の必要性が認め

られるか。

(4) 補助対象経費が明確になっているか。

(5) 任意団体に対する補助金等の経理についての指導監督は適切に行われているか。

(6) 補助金等の効果、条件履行の確認は実績報告書等により行われているか。

（補助団体）

(1) 補助金等の交付申請書の提出、補助金等の請求・受領は適時に行われているか。

(2) 補助事業は計画及び交付条件に従って実施され、十分に効果が上げられている

か。

(3) 補助金等が補助対象事業以外に流用されていないか。

(4) 補助金等の収支等会計経理は適正に行われているか。

(5) 出納関係の帳票の整備、記帳は適正か。

(6) 領収書等の証拠書類の整備、保存は適正か。

(7) 実績報告は適正に行われているか。

第４ 監査の結果

今回、対象とした団体等への補助金等の交付事務、出納その他の事務はおおむね適正

に処理されていると認められた。しかし、一部に改善や検討を要する事項が見受けられ

たので、今後、是正に向けた取り組みをお願いしたい。

なお、監査の際に見受けられた事務処理上留意すべき軽微な事項については各課所長

等に対し改善又は検討を要望したので、記述を省略する。

各団体においては、事業の目的に向けて積極的な活動を行っていると感じられた。今

後とも魅力ある地域の実現に向けた息の長い活動に期待するものである。
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仙北市T.I.C運営協議会

１．補 助 金 等 の 名 称 仙北市T.I.C運営協議会負担金

２．担 当 部 課 等 名 観光商工部 仙北市T.I.C（ﾂｰﾘｽﾄ・ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ・ｾﾝﾀｰ）

３．補 助 金 等 交 付 金 額 1,500,000円

４．補助金等交付年月日 平成23年5月20日

５．実 績 報 告 年 月 日 平成24年4月18日

６．補助金等交付根拠等 仙北市ﾂｰﾘｽﾄｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ運営協議会設置要綱

７．事 業 の 目 的 仙北市及び周辺市町村を含めた滞在体験型旅行商品の造

成と販売、並びに広域的な観光情報の発信を行うため、

秋田県と仙北市、内陸線、観光連盟の観光機能合体組織

として設置した仙北市Ｔ.Ｉ.Ｃが、事業推進計画「アク

ションプラン」に基づき事業を行う。事業実施に際し、

秋田県と仙北市が１/２ずつ事業費を負担することになっ

たため、運営協議会組織を設置し、負担金として事業費

を拠出する事とした。

８．事 業 の 内 容 １．参画事業者による体験プラン造成と情報交換の為の

会議を開催

２．観光事業者の受入体勢整備の一環として外国語講座

の開催

３．体験プラン旅行商品「あきたＴＡＢＩＹＯＲＩ」の

パンフレット及びホームページでの情報提供体験

４．体験プラン旅行商品「あきたＴＡＢＩＹＯＲＩ」の

販売促進のため、エージェント等への売り込み、新

聞・雑誌等への広告掲載、モニターツアー等の実施

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 （効果）

・仙北市ＴＩＣが参加事業者と一緒になって体験プラン

を造成した事により、この地域への滞在時間が延び、

新しい観光資源の一つとなっている。

・市町村の枠を超えて、周辺市町村との連携を取りなが

ら事業を行っているので、広域的な体験プランの造成

を行うことができる。新年度は引き続き、東北観光博

や秋田ＤＣに対応した、大仙市、美郷町、北秋田市等

と連携した広域的なプランの造成を進める。
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（実績）

・秋田TABIYORI情報交換会議開催事業、体験観光ガイド

養成研修事業、秋田TABIYORI情報提供事業、秋田TABIY

ORI販売促進事業を実施した。

・体験プラン旅行商品の販売においては年間で３３２名

の利用があった。

10.平成２３年度決算状況

11．要 望 事 項 等

（１）情報交換会議はTIC運営のため重要な会議と思われるが、出席者少数のために複

数回中止しており、日程調整などに配慮されたい。

（２）県及び関係団体との更なる連携を期待する。

決 算 額 決 算 額

3,000,000 56,745

秋 田 県 負 担 金 1,500,000 需 用 費 28,995

仙 北 市 負 担 金 1,500,000 役 務 費 12,750

0 使 用 料 及 び 賃 借 料 15,000

294 129,915

報 償 費 30,000

需 用 費 63,415

使 用 料 及 び 賃 借 料 36,500

1,014,684

需 用 費 620,195

役 務 費 91,039

委 託 料 303,450

1,681,070

報 償 費 25,600

旅 費 390,840

需 用 費 28,350

役 務 費 1,114,500

使 用 料 及 び 賃 借 料 121,780

19,240

需 用 費 19,240

3,000,294 2,901,654

98,640

繰 越 金

秋田TABIYORI販売促進事業費

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

運営協議会一般事務費

秋田TABIYORI情報提供事業費

収入の部 支出の部

項目 項 目

秋田TABIYORI情報交換会議開催費

体験観光ガイド養成研修会費

負 担 金

雑 収 入

合 計合計
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せんぼくアートプロジェクト推進費補助金

1．対 象 団 体

・NPO立町商店会

・吹谷禎一郎 Happy Jazz Band

・仙北市ふるさと手作りＣＭ制作実行委員会

・P's for J プロジェクト

・音楽でつながろうプロジェクト

・角館企画集団トライアングル

・仙北市総合美術展実行委員会

2．要 望 事 項 等

(１)事業着手前に算定基準を具体的・客観性のあるものに整備されたい。

(２)一部、添付書類の不備が認められたので、補助金交付事務には十分留意されたい。
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ＮＰＯ立町商店会

１．補 助 金 等 の 名 称 せんぼくアートプロジェクト推進費補助金

２．担 当 部 課 等 名 仙北市教育委員会 生涯学習課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 50,000円

４．補助金等交付年月日 平成23年5月30日

５．実 績 報 告 年 月 日 平成23年5月12日

６．補助金等交付根拠等 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業実施要領

７．事 業 の 目 的 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業（以下「事業」という。）は、市内のアーティスト等

がそのネットワークを活用し、自主的に市民を巻き込ん

で行う創作活動や発表・展示等のイベントを通して、地

域の魅力発信や継続的な賑わいの創出をする。また、ア

ーティストネットワーク等による、新たな価値創造や市

外活動者の移入につなげる。

８．事 業 の 内 容 １．松橋平八郎氏写真展

２．東日本大震災チャリティー郷土芸能公演

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 お花見期間でもあまり賑わない角館町外町地区に誘客す

ることを目的とした事業で、空き店舗に昭和３０年代の

パネル写真を展示した。来場者の多くは地元の方だった

が、観光客からの評判も良かったとのことで一定の効果

があった。

10.平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 補 助 金 50,000 157,500

観 光 課 イ ベ ン ト 謝 礼 15,000 30,000

商 店 会 持 ち 出 し 122,500

合 計 187,500 187,500

0

合 計

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

項 目

写真編集・ポスター制作他

芸 能 公 演 出 演 謝 礼

収入の部 支出の部
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吹谷禎一郎 Happy Jazz Band

１．補 助 金 等 の 名 称 せんぼくアートプロジェクト推進費補助金

２．担 当 部 課 等 名 仙北市教育委員会 生涯学習課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 100,000円

４．補助金等交付年月日 平成23年6月30日

５．実 績 報 告 年 月 日 平成23年6月20日

６．補助金等交付根拠等 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業実施要領

７．事 業 の 目 的 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業（以下「事業」という。）は、市内のアーティスト等

がそのネットワークを活用し、自主的に市民を巻き込ん

で行う創作活動や発表・展示等のイベントを通して、地

域の魅力発信や継続的な賑わいの創出をする。また、ア

ーティストネットワーク等による、新たな価値創造や市

外活動者の移入につなげる。

８．事 業 の 内 容 仙北市出身の吹谷禎一郎を含む４名によるチャリティー

ジャズライブ（ミニライブ７回、ステージ１回）

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 地元出身のアーティスト吹谷禎一郎がリーダーをつとめ

る４人組ジャズバンドが路上ライブと伝承館での演奏を

行い、観光客や地元住民とのコミュニケーションをはか

るとともに、東日本大震災被災地から遠くない仙北市か

ら元気づけたいとする事業。コンサートで集まった義援

金135,750円は全額日本赤十字社へ寄附された。効果は大

きかった。
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10.平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 補 助 金 100,000 37,957

自 己 負 担 金 33,957 9,200

80,000

1,800

5,000

合 計 133,957 133,957

0

宿 泊 代

募 金 箱 返 却 の 際 の 包 み

機 材 レ ン タ ル 費

収入の部 支出の部

項 目

ガ ソ リ ン 代

高 速 代

合 計

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）
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仙北市ふるさと手作りＣＭ制作実行委員会

１．補 助 金 等 の 名 称 せんぼくアートプロジェクト推進費補助金

２．担 当 部 課 等 名 仙北市教育委員会 生涯学習課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 80,000円

４．補助金等交付年月日 平成23年9月12日

５．実 績 報 告 年 月 日 平成24年1月16日

６．補助金等交付根拠等 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業実施要領

７．事 業 の 目 的 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業（以下「事業」という。）は、市内のアーティスト等

がそのネットワークを活用し、自主的に市民を巻き込ん

で行う創作活動や発表・展示等のイベントを通して、地

域の魅力発信や継続的な賑わいの創出をする。また、ア

ーティストネットワーク等による、新たな価値創造や市

外活動者の移入につなげる。

８．事 業 の 内 容 ＣＭを制作しＡＡＢ主催「あきたふるさと手作りＣＭ大

賞」へ出品。参加賞。ＡＡＢでこのＣＭが２０回放送さ

れる。１２月１７日に外町交流広場でＣＭ完成披露会を

開催。

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 映像制作を通じて芸術分野における人材育成を図ること

を目的とした「あきたふるさと手作りＣＭ大賞2011」に

出品したもの。全編仙北市内で撮影し、仙北市の魅力を

ちりばめたＣＭ制作を行なった。参加賞ということで上

位入賞は逃したものの秋田朝日放送で２０回オンエアさ

れ一定の効果があった。
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10.平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 補 助 金 80,000 34,000

自 己 負 担 金 15,343 35,853

3,990

1,000

5,000

5,500

10,000

合 計 95,343 95,343

0

報 償 費

負 担 金

手 数 料

使 用 料

合 計

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

消 耗 品 費

燃 料 費

印 刷 製 本 費

収入の部 支出の部

項 目
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P's for J プロジェクト

１．補 助 金 等 の 名 称 せんぼくアートプロジェクト推進費補助金

２．担 当 部 課 等 名 仙北市教育委員会 生涯学習課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 100,000円

４．補助金等交付年月日 平成23年10月20日

５．実 績 報 告 年 月 日 平成23年11月1日

６．補助金等交付根拠等 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業実施要領

７．事 業 の 目 的 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業（以下「事業」という。）は、市内のアーティスト等

がそのネットワークを活用し、自主的に市民を巻き込ん

で行う創作活動や発表・展示等のイベントを通して、地

域の魅力発信や継続的な賑わいの創出をする。また、ア

ーティストネットワーク等による、新たな価値創造や市

外活動者の移入につなげる。

８．事 業 の 内 容 仙北市在住の大木彩乃ほか東北出身のアーティスト計１

４組によるチャリティーコンサート。

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 東日本大震災後にバンド仲間に声をかけ賛同者により毎

週チャリティーコンサートを開催し、集まった義援金を

子どもたちの楽器購入やライブハウス復興のために寄附

しようという活動の一環。地元秋田のほか山形・岩手・

宮城から計１４組のミュージシャンが参加。志しが高い

イベントで効果があった。

10.平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 補 助 金 100,000 119,720

寄 付 ・ 協 賛 金 51,000 30,000

自 己 資 金 48,720 50,000

合 計 199,720 199,720

0

合 計

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

収入の部 支出の部

項 目

広 告 ・ 宣 伝

演 奏 者 謝 礼

舞 台 費
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音楽でつながろうプロジェクト

１．補 助 金 等 の 名 称 せんぼくアートプロジェクト推進費補助金

２．担 当 部 課 等 名 仙北市教育委員会 生涯学習課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 100,000円

４．補助金等交付年月日 平成24年2月20日

５．実 績 報 告 年 月 日 平成24年1月26日

６．補助金等交付根拠等 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業実施要領

７．事 業 の 目 的 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業（以下「事業」という。）は、市内のアーティスト等

がそのネットワークを活用し、自主的に市民を巻き込ん

で行う創作活動や発表・展示等のイベントを通して、地

域の魅力発信や継続的な賑わいの創出をする。また、ア

ーティストネットワーク等による、新たな価値創造や市

外活動者の移入につなげる。

８．事 業 の 内 容 仙北市出身のha-j、吹谷禎一郎、佐藤貴子、仙北市在住

の大木彩乃、大仙市出身の青谷明日香ほかによるチャリ

ティーコンサート。

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 仙北市にゆかりのミュージシャン４組１４人を一堂に集

め、角館交流センターでチャリティーコンサートを開催

したもので約３００人の市民が集まった。出演のミュー

ジシャンはギャラの受け取りを拒否し、コンサートの開

催経費や義援金に充てられた。募金は２３万円を超えた。

新聞にも掲載され効果があった。
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10.平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 補 助 金 100,000 175,960

広 告 ・ 協 賛 金 292,091 49,550

10,540

45,150

12,600

5,000

60,000

16,668

6,000

10,623

合 計 392,091 392,091

0

収入の部 支出の部

合 計

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

出 演 者 宿 泊 費

会 場 使 用 料

印 刷 費

チ ラ シ 新 聞 折 込 料

ド ラ ム レ ン タ ル 料

音 響 ・ 照 明 機 材 費

リ ハ ー サ ル 用 ス タ ジ オ 費

人 件 費

消 耗 品 費

項 目

旅 費
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角館企画集団トライアングル

１．補 助 金 等 の 名 称 せんぼくアートプロジェクト推進費補助金

２．担 当 部 課 等 名 仙北市教育委員会 生涯学習課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 300,000円

４．補助金等交付年月日 平成24年1月30日

５．実 績 報 告 年 月 日 平成24年1月12日

６．補助金等交付根拠等 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業実施要領

７．事 業 の 目 的 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業（以下「事業」という。）は、市内のアーティスト等

がそのネットワークを活用し、自主的に市民を巻き込ん

で行う創作活動や発表・展示等のイベントを通して、地

域の魅力発信や継続的な賑わいの創出をする。また、ア

ーティストネットワーク等による、新たな価値創造や市

外活動者の移入につなげる。

８．事 業 の 内 容 イメージキャラクター「お梅姫」製作。所作講習。お披

露目イベント開催（ＪＲ角館駅で観光客出迎え、観光案

内、武道館での写真撮影会）。

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 イメージキャラクター「お梅姫」を製作しこれを活用し

たイベントを行なうことで賑わい創出を目指すとういう

もの。ＪＲ角館駅での新幹線乗客の出迎え、武者姿家臣

団とともに武家屋敷通りで観光案内、武道館での写真撮

影会を実施し一定の効果があった。
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10.平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 補 助 金 300,000 259,832

広 告 ・ 協 賛 金 367,334 54,482

43,000

88,715

33,230

188,075

合 計 667,334 667,334

0翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

告 知 関 係 費 用

合 計

項 目

「 お 梅 姫 」 制 作 代

飲 食 代

お 披 露 目 費 用

所 作 指 導 費 用

納 品 調 整 費 用

収入の部 支出の部
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仙北市総合美術展実行委員会

１．補 助 金 等 の 名 称 せんぼくアートプロジェクト推進費補助金

２．担 当 部 課 等 名 仙北市教育委員会 生涯学習課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 230,000円

４．補助金等交付年月日 平成24年1月20日

５．実 績 報 告 年 月 日 平成24年3月23日

６．補助金等交付根拠等 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業実施要領

７．事 業 の 目 的 がんばろう！東北 せんぼくアートプロジェクト推進事

業（以下「事業」という。）は、市内のアーティスト等

がそのネットワークを活用し、自主的に市民を巻き込ん

で行う創作活動や発表・展示等のイベントを通して、地

域の魅力発信や継続的な賑わいの創出をする。また、ア

ーティストネットワーク等による、新たな価値創造や市

外活動者の移入につなげる。

８．事 業 の 内 容 仙北市民等からの出品作品１２４点（絵画３０・書２２

・写真２４・陶芸６・工芸１５・手芸２１・俳句６）を

角館町平福記念美術館に展示（３月３日～３月１１日）。

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 仙北市民等から自身の創作作品を出品していただき平福

記念美術館で展示する事業で、絵画３０点・写真２４点

・書２２点・陶芸６点・手芸２１点・工芸１５点・俳句

６点の計１２４点の出品があった。作品は３月３日から

３月１１日までの９日間展示され、期間中５６６人の入

館者を数えた。この期間の入館者が平成２２年７５人、

平成２３年１２１人であったのに対して大幅に増加して

おり、市民からの評判も良く大いに効果があった。
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10.平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 補 助 金 230,000 60,394

預 金 利 子 3 155,505

寄 付 金 113 12,000

2,217

合 計 230,116 230,116

0

合 計

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

印 刷 費

通 信 費

手 数 料

収入の部 支出の部

項 目

消 耗 品 費
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仙北市地域運営体交付金

1．対 象 団 体

・雲沢地域運営体

・桧木内雲沢地域運営体

・生保内地域運営体「嶽の会」

2．要 望 事 項 等

(１)財産の取得等（第１４条～第１８条）については同一の管理方法を検討されたい。

(２)運営体間で事業連携を行う場合のルール化を検討されたい。（例 内陸線利用）

(３)交付金対象事業で収入（収益）が生じる場合の対応を検討されたい。
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雲沢地域運営体

１．補 助 金 等 の 名 称 仙北市地域運営体交付金

２．担 当 部 課 等 名 総務部 政策推進課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 4,994,035円

４．補助金等交付年月日 平成23年7月28日（交付確定 平成24年3月31日）

５．実 績 報 告 年 月 日 平成24年3月31日

６．補助金等交付根拠等 仙北市地域運営体交付金交付要綱

７．事 業 の 目 的 地域振興と地域の安心・安全に関する事業を実施し、特色

ある地域づくりを進める。

８．事 業 の 内 容 １．河川環境保全美化事業

○きれいな川づくり活動の啓蒙

○入見内川水質調査・模式図作成調査

○水害防止対策

○しゅんせつ事業

２．高齢者障がい者世帯等支援事業

○高齢者等世帯の除雪作業支援活動

３．地域特産物研究開発事業

○雲然柿を利用した加工品等の研究（試食会、講習会の

開催等）

４．地域文化の継承事業

○子どもと高齢者等との交流活動

○冬の文化祭活動

○農業祭の開催・下延地社環境整備

５．地域安心・安全対策事業

○ゴミの不法投棄防止看板設置

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 （効果）

地域住民の参加を広く呼びかけた各種事業を展開し、地域

の経済発展や地域文化の継承、地域の安心安全を図りなが

ら、地域内のつながりを一層深めていく。

（実績）

１．河川環境保全美化事業

○川プロジェクト広報発行、マップ作成

○上流から下流までの水質調査の実施
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２．高齢者障がい者世帯等支援事業

○除雪対象者22名（除雪期間12月～2月）

３．地域特産物研究開発事業

○雲然柿漬試食会の開催 商品販売（1月13日）

○柿苗木の需要調査の実施

４．地域文化の継承事業

○西長野ふる里冬物語、市長講演会（2月12日）

○仙北市産業祭への出店（10月22日～23日）

５．地域安心・安全対策事業

○ゴミの不法投棄防止看板設置等

10.平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 交 付 金 4,994,035 84,000

雑 収 入 47,712 914,000

1,034,482

134,375

1,073,270

1,334,355

417,060

50,205

合 計 5,041,747 5,041,747

0

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び 賃 借 料

工 事 請 負 費

負 担 金

賃 金

報 償 費

合 計

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

収入の部 支出の部

項 目
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桧木内地域運営体

１．補 助 金 等 の 名 称 仙北市地域運営体交付金

２．担 当 部 課 等 名 総務部 政策推進課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 4,353,382円

４．補助金等交付年月日 平成23年5月25日（交付確定 平成24年3月31日）

５．実 績 報 告 年 月 日 平成24年3月31日

６．補助金等交付根拠等 仙北市地域運営体交付金交付要綱

７．事 業 の 目 的 地域振興と地域の安心・安全に関する事業を実施し、特色

ある地域づくりを進める。

８．事 業 の 内 容 １．地域の特性を生かした産業振興事業

○産業振興推進大会（手作りコンクール・講演会ほか）

○山鳩館加工所運営

○総合産業研究所との連携による特産品開発

（試作品、先進地研修）

○手作り名人登録・伝承事業

２．地域文化の継承事業

○松葉金比羅裸参り、中里カンデッコ、上桧木内風船太

鼓育成事業（衣装・用具・発表会）

３．福祉マンパワー育成事業

○高齢者除雪・見守り支援

○内陸線の乗車促進活動（貸切・少人数団体助成、婚活

事業、婚活列車・イベント開催）

４．環境整備事業

○地域安全・景観向上（身近な憩いの場整備、乗用芝刈

り機購入）

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 （効果）

地域経済の発展と地域の安心安全が図られる。また事業を

通じて地域内のつながりが一層緊密になる。

（実績）

１．地域の特性を生かした産業振興事業

○産業振興推進大会【11/18 料理コンクール・講演会の

実施】

○山鳩加工所運営【山鳩加工所連絡協議会の運営、中華
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ちまきの製造販売】

２．地域文化の継承事業

○松葉金比羅裸参り、中里カンデッコに係る材料購入、

看板製作

○上桧木内風船太鼓育成事業 【半纏購入50着】

３．福祉マンパワー育成事業

○除雪支援事業【延べ49回出動】

○内陸線の乗車促進活動【貸切列車助成2回・少人数団

体助成10件】

・婚活事業（愛のり列車）による活用【4回開催】

４．環境整備事業

○芝刈り機購入

10．平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 交 付 金 4,353,382 919,685

雑 収 入 298,636 123,000

1,311,585

292,864

566,395

163,082

1,275,407

合 計 4,652,018 4,652,018

0

原 材 料 費

備 品 購 入 費

合 計

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

項 目

役 務 費

使 用 料 及 び 賃 借 料

報 償 費

旅 費

需 用 費

収入の部 支出の部
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生保内地域運営体「嶽の会」

１．補 助 金 等 の 名 称 仙北市地域運営体交付金

２．担 当 部 課 等 名 総務部 政策推進課

３．補 助 金 等 交 付 金 額 4,808,054円

４．補助金等交付年月日 平成23年5月25日（交付確定 平成24年3月31日）

５．実 績 報 告 年 月 日 平成24年3月31日

６．補助金等交付根拠等 仙北市地域運営体交付金交付要綱

７．事 業 の 目 的 地域振興と地域の安心・安全に関する事業を実施し、特色

ある地域づくりを進める。

８．事 業 の 内 容 １．環境整備

○クニマスＰＲ看板設置事業

○花木の植栽事業

○地域案内標識設置事業

○高原地区遊歩道案内板設置事業

○安情の滝環境整備事業

２．安心・安全対策

○ＡＥＤ設置事業

３．文化・スポーツ振興

○伝統芸能・行事保存事業

○地域住民参加型の駒ケ岳登山事業

４．生きがい対策

○敬老会開催事業

９．事 業 の 効 果 ・ 実 績 （効果）

環境整備、安心安全対策、文化スポーツ振興及び生きがい

対策の各種事業を行うことにより、生保内地域の課題解決

や元気な地域づくりを推進できる。

（実績）

○クニマスＰＲ看板設置事業【２箇所設置】

○花木の植栽事業【３地区１００本植栽】

○地域案内標識設置事業【１９基設置】

○高原地区遊歩道案内板設置事業【中止】

○安情の滝環境整備事業 【７月に２回の作業を実施】

○ＡＥＤ設置事業【４地区４台設置】
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○伝統芸能・行事保存事業【石神番楽面及び横幕、向生

保内梵天提灯納品】

○地域住民参加型の駒ケ岳登山事業【１０名参加】

○敬老会開催事業【一般参加者２６３名】

10．平成２３年度決算状況

項 目 決 算 額 決 算 額

市 交 付 金 4,808,054 145,800

県緑化推進委員会補助金 150,000 21,200

雑 収 入 319 466,424

232,715

2,339,400

53,835

278,250

1,405,249

15,500

合 計 4,958,373 4,958,373

0
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予 備 費

合 計

翌年度繰越額（収入合計－支出合計）

委 託 料

使 用 料 及 び 賃 借 料

原 材 料 費

収入の部 支出の部

需 用 費

役 務 費
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賃 金

報 償 費
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